
月例情報市場報告 

ながのボランティア・市民活動支援ネットワーク 

 

2015/12/16、長野市ボランティアセンターで、月例情報市場を開催しました。 

 

最近の<月例情報市場>は、活性化しています。異なる立場や所属の方々が同じテーブルを囲んで話

をする中で、一つの言葉について、違う見方を伝え合ったり、自分では思いつかなかった協働の発想

が提案されたりしています。誰かリーダーがいるのではなく、参加者自身がコーディネーターとなり、

ノウハウやコツを伝授し合うのも、ずっと長野市ボランティアセンターで開催されてきた<月例情報

市場>ならではの光景です。 

 

たった一時間ですが、その場で出てきた言葉が思わぬつながりを生み、開催後に実際に地域の支援

活動として実現した例も生まれました。<月例情報市場>は、企業の経営者や地域の活動者が、同じ目

線で、同じ目標に向かって、行動をスタートできる場なのです。 

 

また、「情報市場はいらなくなった物をもらえる場というイメージだったけれど、情報がもらえる

とわかったので、今年はなるべく出席しました」という声もいただきました。机上だけでは気づけな

い<制度のすきまの課題>は、一人一人にとっては毎日の大きな困りごとかもしれません。それらに地

道に向き合っている方々…いわば地域の中で様々なセンサーや志を持って活動している方々が、自ら

の『気づき』を持って集まるからこそ、この魅力的な化学反応が生まれるのではないでしょうか。 

 

『情報』は受取った人の心のフィルターを通って、『宝物』になるのですね。 

 

今年も大変お世話になり、ありがとうございました。また来年お目にかかれることを楽しみにして

おります。 

次回は 2016 年 1 月 20 日(水)  会場の都合で 16 時 10 分スタートです。 



 

参加者 

・NPO 法人おおぞら、ながの子どもを虐待から守る会 高島さん 

・長野市ボランティアセンター 小宮山さん 

・ながの環境パートナーシップ会議 高橋さん 

・長野県県民協働課 町田さん 

・精神保健ボランティアホワイトナッツ 本田さん 

・長野アイデア研究会 平林さん 

・被災地お手紙プロジェクト推進チーム 久保田さん 

・プロジェクト亞璃紗さん 

・支援ネット会長 込山 

・支援ネット理事 (株)シューマート 霜田 

・事務局 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

・支援ネット会長 込山 

忘年会は年を忘れると書きますが、今日は「望年会」ということで、来年に向けての話をしましょう。 

 

・NPO 法人おおぞら、ながの子どもを虐待から守る会 高島さん 

12/6 からアパートを借りて障害者年金と工賃で自立した方がいます。冷蔵庫やスト

ーブなどは寄付いただきました。情報市場でのネットワークが役立ちました。ありが

とうございました。子どもを虐待から守る会をはじめ、障害者の虐待防止にもかかわ

っており、すきまのない支援をめざしています。ＮＰＯ法人おおぞらでは、薪を売っ

ています。詳しくはチラシをご覧ください。 

 

・プロジェクト亞璃紗さん 

ご当地キャラクターを通じて活性化していきたいと思っています。着ぐるみの扱い方

や、キャラクターのことをアテンドさんがきちんと説明できるようにすることも大切

だと思います。心の環境づくりになります。忍者フェスタにもいますので、お出かけ

ください。 

 

・長野市ボランティアセンター 小宮山さん 

・スノーバスターズ 今年は順調なのですが、湯谷団地で募集しています。 

していただける方は、ボランティアセンター小林までお知らせください。 

・読みたくなる!広報誌を作ろう! 3 回でも１回でも 1500 円です。 

・地域回想法を学ぶ 認知症カフェ等で使われる手法です。 

詳しくはチラシをご覧ください。 

 

・長野アイデア研究会 平林さん 

何回か参加しています。スノーバスターズも参加しています。 



 

・ながの環境パートナーシップ会議事務局・長野市環境政策課 高橋さん 

ながの環境パートナーシップ会議で、イベントを計画しており、応募団体を募集しています。関心の

ある方に声かけをお願いします。同じような目的で活動する団体同士の交流ができます。審査権が参

加者全員に与えられます。今年は杦本先生の基調講演があります。 

Q.二回目とのことですが、前回、政策には反映されましたか？ 

→いいえ。団体同士の広がりにはつながっています。 

→チラシ等でも、そのつながりを成果として見せていくことが大切ですね。 

→環境といっても生活環境とか福祉環境など、いろいろあります。市の予算がついている事業であれ

ば、そのあたりも広く捉えてコラボしていただきたいです。 

 

・県民協働課 町田さん 

前回の参加者とおつなぎできました。 

ホットライン信州では、土日にフリーダイヤルで相談を受け付けています。行政窓口が休みの日でも、

公衆電話でも可能です。 

また、子ども食堂の第一回目を企画しています。申込みはチラシをご覧ください。 

 

・精神保健ボランティアホワイトナッツ 本田さん 

身体的にも知的にも問題がない方々の障害に理解をいただきたく、

精神障害に特化した活動をしています。忘年会も盛り上がりまし

た。「忘年会」「初詣」といった催しのネーミング一つでも反応が

あります。体調など精神障害の方の特性をふまえて幅を持った支

援を行うノウハウがあります。声をかけていただきたいと思いま

す。情報市場は来てみたら様々な情報をもらえる場だった。今年

はなるべく参加しようと思って出てきました。今日のホットライ

ンの話も仲間にしていきます。ありがとうございました。 

 

・被災地お手紙プロジェクト推進チーム 久保田さん 

10 月に情報市場に参加してから、シューマートの霜田社長にポ

ールウォーキングのポールを寄付いただいたり、陸前高田市と実

際につながりができました。公営住宅の公共施設にオテガミを送

っていますが、2800 通を超えました。孤独死された方がおり、

なるべく外に出ていただきたいという思いで、ポールウォーキン

グやコーラスを企画しています。 

ウォーキングは、指導者も派遣いただける予定になっています。 

コーラスは、先生も見つかり、来年の芸術祭に長野から行くこと

で調整をしています。歌集を手作りで作ってクリスマスにプレゼントします。これは私の夢です。夢

を実現したい、と既に多くの方にオテガミを出しました。 

 



・支援ネット理事 (株)シューマート 霜田 

陸前高田に寄付させていただいたポールは行政の審査も終わり、3 月から定期的な講座が始まります。

指導者を長野から派遣するのは大変なので、東北のスタッフに声かけしています。私もそれまでに一

度現地入りするつもりです。 

前回参加者の腎臓病の方の食事療法については、県に行かれるときに同行しました。地元の食の企業

さんにも紹介し、つながりを作っているところです。 

 

込山 

実際つながりの成果が出た情報市場、続けてきて良かったと思いました。 

ありがとうございました。またお会いしましょう。 

 

事務局 

参加された皆様のおかげで、様々な化学反応が体感できた今年の情報市場でした。本当にありがとう

ございました。 

 

・センター駐車場有料化の連絡が来ています。 

・物品情報は、家具等があります。アイロン台募集しています。 

・1 月は時間が異なります。また是非お出かけください。 

 

事務局に来ている情報 

・麦っ子通信(NPO 法人麦っ子広場さんより)配布 

-------------------------------------------------- 

ながの発♪地域で暮らそうフォーラム 2015!～おらほの夢は、ずっとつづく～ 

-------------------------------------------------- 

12/18(金)13:00～22:00 

12/19(土)9:00～12:00 

長野市若里市民文化ホール 

資料代 一般 3000 円、障がい者・学生 1000 円 交流会等別途 

 

-------------------------------------------------- 

物品寄付募集 

-------------------------------------------------- 

・アイロン台 

・子ども用スキーウェア 

 

 

以上 


